
令和３年１月23日（土）

第５回『 岡山読書研究会 』レジュメ 南木隆治（みなきたかはる）

（はじめに・重要）アメリカ大統領。上院がトランプ『弾劾』の結論を出せば、大混乱の可能性あり。テキサス

独立。トランプがテキサス及びいくつかの州の大統領になる可能性。テキサスと、アメリカ連邦政府が対

立した場合、連邦軍はバイデンに付くか、トランプに付くか。テキサス州は、もともと、連邦政府と同格

の、特別の州である。これは極論だし、ほとんど空想じみているが、アメリカの共和制が終わり、トラン

プがアメリカ合衆国初代「皇帝」に即位しても良いのではないか。アメリカはローマ帝国の後継国家であ

ろうから。

＊ 我々は過去のどこに最も重要なわが国歴史の転換点を見て、そこから未来を構築するべきか。 → 昨年

2020年12月21日、冬至。木星と土星が400年ぶりに大接近。地球からほぼ重なって見える現象が起きた。

そして人類はこの1年間、地球上で人類だけが『武漢コロナウイルス』禍に陥った。

400年単位の大転換期が来ている。大東亜戦争後、あるいは明治維新前後に主たる歴史認識を向ける習慣は

終わる。「そもそも鎖国がなかったら」と、もっと遡る必要あり。400年前は1620年。関が原は1600年。1603

年家康が征夷大将軍となり、徳川幕府が始まった。家康が没するのは1616年。この間、家康が大海軍を派遣

してオランダに味方し、スペインの艦隊を駆逐した事実が、オランダの公文書館から発見された。(NHKスペ

シャル)初期幕府は実質オランダと軍事同盟を結んでいた。鎖国しなければ、そのまま日英同盟までの発展も

ありえた。アメリカ合衆国はあったとしても東部だけであり、明治維新も、大東亜戦争も必要なかった。世界

を日英の勢力が二分した事はほぼ間違いが無い。その後、我が国はどの様な『近代』を構築したであろうか。

これからは、我が国がその事を考えておかねばならない時代になる。これが南木の基本認識。我々は 400年

前にワープしても、すぐにそのままその時代を生きる事ができる。『足ガール』と言う番組もあった。日本人

は、本質的に何も変わっていない。アメリカ崩壊後、我が国に世界の運命を担う責任が回ってきたとき、以上

の事は本気で考えておくべき事柄であるが、誰も考えていない。最後に「徳川家康」になる国はどこか

＊ チャイナ共産党崩壊 → アメリカの内紛と分裂 → 第2次日英同盟 （英国は香港を取り返す）。す

べては連動している。ドイツまで海軍を西太平洋に派遣し始めた。新年に西太平洋が『戦場』になる可能性が

ある。我が国潜水艦の活躍。自衛隊は本当に良く頑張ってくれている。国民は甘えすぎ。現在何より重要なこ

とは、チャイナ共産党が崩壊する前に、アメリカが崩壊する事がないように、我が国が全力でアメリカを支え

ねばならない。

＊ 『鬼滅の刃』を見た。若い人たちが涙を流して感動している。日本は大丈夫だ。日本が大丈夫なら世界は

大丈夫だ。結局のところ、世界がどうなるかは日本にかかっているし、日本がどうなるかは、大阪にかかって

いる。（東京では決まらない）

＊ いわゆる『大阪都構想』は大阪市民に２度否定され、「維新の会」はかなり求心力を失った。 大阪の２

重行政を解消する南木案は、大阪市を残したまま、大阪府知事が、大阪市長を兼任する案。府議会、市議会の

２院制。知事は両方の議会に出る。議会は二つ、「政府」は一つ。大阪市も、大阪府全体の事を考える予算案

を審議する。「予算案」だけはどちらかの優越を決めねばならないが、大阪市議会を優越させれば、大阪市民

は喜ぶだろう。大阪市役所が大阪府庁を兼ねる。これでどれだけ大阪の政治力が増し、また行政が有効化され

るか、計り知れない。

＊ 我々は皆、自分が「辺境」に住んでいるのだというような意識を持ってはいけない。ここが世界の中心で

あり、あなたは宇宙の中心でもある。全ての場所は宇宙の中心である。ここを動かせば宇宙は動く。

＊ 産業革命以後の人類は共産主義思想の出現がそのシンボルであるところの「唯物思想」に傾きすぎた。こ

れからは徐々に科学的である事が、宗教的である時代に戻ってゆく。「次元」を上げれば、最後は「１点」

＊ 我が国は「成文憲法」の国ではなく、「不文憲法」の国である。天皇は、日本国憲法だけでなく、大日本

帝国憲法よりもはるかに昔からおられた。この天皇制度は、１万年以上に渡って『戦争』がなかった縄文時

代の「記憶」の中で形成されたと南木は考えている。君民一体の我が国体は「成文憲法」をどういじろうと

も変えることは出来ない。自身の中に息づいている『憲法』に我々はもっと深く思いを致すべきである。

1 竹田恒泰氏は偉い。「国史」教科書を書いた。「次の戦後」を射程に収めている。学校で「国語」と共に、歴

史は「国史」として、教科書もその名にして教えられなければならない。日本人は幕末、誰も「自虐史観」

に染まっていなかった。「自虐」が好きな日本人は過去へ棄てて、我々は未来へ進もう。アメリカの『因果

応報』はこれから。地霊。カリフォルニア。多言語。「銃、病原菌、鉄」。アメリカは将来どういう地域にな



るか。

2 朝鮮半島の近未来の可能性。付き合うのはいやでも、実に多くの可能性あり。拉致問題と「ブルーリボン」訴訟。1月

27日(水)第１回期日。＜国民に国家への反逆を求める裁判官を許すな。＞

「半島」「台湾」「樺太」「フィリッピン」多分「マレーシア」「インドネシア」あたりまでは最終的に我が国の勢力範

囲、つまりその安定に「責任」を我が国が持つべき地域である。そして、最後は我が国が全世界に責任を持つしかな

くなる。

3 世界最高性能のコンピューター「富岳」。レアメタル採掘も成功。「東芝」の量子暗号通信。「６G」と、「量子暗号通信」

は菅内閣も全面的に官民総力をあげて頑張るとの事。

4 アメリカ「スペースエックス社」のシャトル。ロシアとの関係の根本的変化。宇宙ステーションの意味。

5 日本政府は戦争になった場合のシナリオをもっている。「核シェアリング」が最良の「敵地攻撃能力」。ドイ

ツ方式、イギリス方式とは違った独自の「アメリカ海軍」の核シェアを我が国は実現すべき。日本の「核シ

ェアリング」がNATOと同じ方式になるという前提は取り払うべき。「非核３原則」のままで核シェアリング

を実現できる。日本はNATO以上のものをアメリカに要求できる。トランプなら一刻も早く。

6 なぜ「核」が重要かというと、チャイナ共産党消滅後、我が国が最も外交上最初にせねばならない事は、も

しも「国連」がそのまま残るとすれば「中華人民共和国」の後継国家を絶対に認めてはならないことである。

ソ連の後継国家が「ロシア」になった。ウクライナが「うちも後継国家だ」、と主張したら世界史は変わっ

ていた。ウクライナに核ミサイルがあり、空母「ワリヤーグ」もあった。ウクライナの人々は数百年に一度

のチャンスを逸し、重大な間違いを犯した。チャイナから後継国家は出さない。日本が常任理事国にならね

ばならない。

7 大英帝国の復活と、香港の未来。菅内閣はオーストラリアとも準同盟国的な関係をすでに作りつつあり、こ

の路線を続けるべき。日英同盟復活必至。ファイブアイズをシックスアイズに近づけるべき。

8 「日本学術会議」は設立目的を変更しない限り、もう不要、有害。何を言っても国民に問題がばれてしまっ

た。あとは解体しかない。我が国で一切の「軍事技術研究」を拒否しながら、どうして外国に対してはそう

しないのか。「日本学術会議」の運営態度は「売国奴」と言われても仕方がない。

9 習近平は終身国家主席である事を自ら定めたので、逆に、習の終わりがチャイナ共産党の終わりになる。し

かしその後、アメリカは混乱期に入る。合衆国弱体化の後は、我が国による第7艦隊買い取りは必至。「い

ずも」、「かが」空母化の意味。

10 「円高は株高」になるまで、「内需」を拡大すべき。「コロナ」によって財務省の嘘がばれた。フビライハー

ンと「東方見聞録」。ドルが基軸通貨なのは軍事力による。ありえないことだが、チャイナ共産党がアメリ

カを軍事的に打倒し、ＥＵ諸国、英国、日本を打倒すれば、「元」が基軸通貨になる。丹羽春樹先生。

11 国家も、個人も、他人（他国）の書いたシナリオを棄て、まず一歩、独創の未来へと踏み出せ。自虐の自己

催眠を解き、「小国日本」思想を捨て、日本人は皆歴史と伝統に自信を持つべし。自らの感性を信じる。我々

は人類平均より５００年以上未来の人間である。400年間我々は足踏みして、人類全体の発展を待っていた。

12 『稲田朋美』は保守復活を間違いなくするので、大阪でも応援するべき。

13 1/27(水)「ブルーリボン訴訟 大阪地裁」午後1時30分から1時50分傍聴券抽選。開廷2時30分（本館

8階810号）⑭1/28(木)「フジ住宅裁判 控訴審大阪高裁」10：30から大阪高等裁判所

⑮ 近く『愛知トリエンナーレの天皇陛下へのヘイトを許さない会』による裁判、大阪で提訴を予定。

（推薦する書籍）「『憂国忌』の五十年」三島由紀夫研究会編（啓文社書房）「日本人よ強かになれ」高山正之（ＷＡＣ）

「なぜ大東亜戦争は起きたのかーー空の神兵と呼ばれた男たち」高山正之・奥本 實（ハート出版）

「天皇の国史」竹田恒泰（PHP）「台湾を知ると世界が見える」（DRECT）藤井厳喜・林 建良

「国際ニュースの読み方」（馬渕睦夫）マガジンハウス 「我、国連でかく戦えり」（ワニ・プラス）藤木俊一

「英国諜報員 アシェンデン」（新潮文庫）サマセット・モーム

「習近平が隠蔽したコロナの正体」河添惠子（WAC） 「石平の眼 日本の風景と美」石平（ＷＡＣ）

「逝きし世の面影」（平凡社）渡辺京二 「銃、病原菌、鉄」。（草思社文庫）ジャレド・ダイアモンド

「日本書紀入門」（ビジネス社）竹田恒泰×久野潤 Hanada１月号 Hanadaセクション「大村知事リコール」

「中国解体2021」（徳間書店）宮崎正弘 「知っておきたい和食の秘密」（勉誠出版）渡辺望

（南木が繰り返し推薦する名著）

「隠れていた宇宙 下」（早川書房）ブライアン・グリーン 「ツキの大原則」（現代書林）西田文郎 以上


